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研究成果の概要（和文）：平成３０年北海道胆振東部地震とその災害に関する総合調査を実施した。大きな人的
被害を出した厚真町の同時多発斜面崩壊では、周辺火山の噴火により厚く堆積した火砕降下物の底面に粘土化し
たすべり面が確認された。震源近くでは距離減衰式より大きな速度加速度が観測され、むかわ町の建物被害は地
盤構造による地震動の増幅が影響しいる可能性が示された。札幌市内の住宅地で発生した液状化は、密度の小さ
な火山灰での谷埋め盛土と高い地下水位が関与している可能性が示された。道内全域停電が社会インフラや社会
経済活動に与えた実態が明らかにされた。住民も対象とした成果報告会を開催し研究成果の社会還元を行った。

研究成果の概要（英文）：Comprehensive investigation on the 2018 Hokkaido Eastern Iburi earthquake 
and its disaster was conducted. Mainshock rupture initiated at deepest part and major slip was 
occurred in 20-30km deep. Multiple simultaneous landslides in Atsuma town was induced by combination
 of strong ground shaking and weak sliding layer between pyroclastic fall deposit layers. Halloysite
 cray minerals was discovered in all sliding layers. Simulation suggested landslides might attack 
residential houses within 6 seconds. Observed peak ground motions in nearby area were larger than 
common distance attenuation model. Severe wooden house damage in Mukawa town was due to amplified 
seismic waves due to site effects. Sounding and boring investigation revealed filled low-density 
volcanic ash and higher groundwater level in liquefaction area. Electricity blackout caused severe 
damage in social and economic activities of Hokkaido. These scientific outcomes were explained to 
residents at public briefing session.

研究分野：自然災害科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
災害は複合的な要因が複雑に相互作用して発生する。今回の地震では、同時多発斜面崩壊により大きな人的被害
が出た。崩壊の可能性がある地質や地形が事前に把握できれば、災害リスクの評価が一定程度行える可能性が示
された。住宅地の液状化については、盛土材料と地下水位が発生に大きく関与している可能性が示された。降下
火砕物が表層に堆積した地域が広範囲にあり、また、盛土地盤も多く存在する。今回の研究で明らかになった特
性は、広く一般的に活用できる知見であり、地震による地盤災害の軽減に向けて貢献できる成果であると考え
る。また、住民も対象とした成果報告会には150名の参加があり研究成果の社会還元を行うことが出来た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
平成３０年北海道胆振東部地震は、震源に近い厚真町で最大震度７を記録し、同時多発斜面
崩壊により多数の死傷者が生じたほか、建物の被害、宅地の液状化等の地盤災害や、発送電設
備の損傷による北海道全域同時停電（ブラックアウト）が発生し、社会経済活動に大きな影響
が生じた。この地震災害の発生誘因や素因を明らかにし、二次災害の予防や、今後の地震対策
に資する科学的な知見を得るためには、早急に現地での観測や調査を実施して被害状況や地震
活動、斜面災害に関するデータを取得し解析を行うことが必要であった。 
 
２．研究の目的 
 今回の地震の震源は深さ 37kmと内陸地震としては深く、また、国の主要活断層である石狩
低地東縁断層帯と近接している。機動的な地震観測や電磁気探査、地殻変動観測等から地震活
動や地下構造の特徴、ひずみの蓄積状態を明らかにする。マグニチュードが 6.7と中規模かつ
震源が深いものの、震度７という強い揺れを発生させたメカニズムを機動的強震観測や地盤構
造探査等から検討する。強い揺れによる地盤液状化や建築物等の被害状況とその発生要因に関
する調査を実施する。厚真町で発生した同時多発斜面崩壊の発生状況とその原因を、現地での
地質調査やシミュレーション等から明らかにする。北海道全域同時停電が社会インフラや経済
活動に与えた影響を社会調査から明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 震源域周辺に機動地震観測網を配置して余震の詳細な分布を推定する。電磁気探査を実施す
ることで震源域の地下構造を推定する。震源域周辺の地殻変動データからひずみの蓄積状況を
検討する。また、地震による地下水等の変化を調査する。強震地震波形から地震動の距離減衰
特性や卓越周波数、本震の断層面上のすべり分布を明らかにする。機動強震観測と表面波地震
探査を実施し、特に建物被害が大きかったむかわ町付近の地盤特性と地震波増幅の関係を明ら
かにする。地盤液状化が発生した札幌市清田区の住宅地でボーリング調査等を実施し、盛土材
料やその強度、地下水面高などを調査する。厚真町の同時多発斜面崩壊地で地質調査を実施す
るとともに、すべり面を形成する土質を構成する鉱物等を分析する。また、斜面崩壊物の移動
シミュレーションを実施する。人的被害と建物被害の関係を現地調査から検討する。北海道全
域同時停電と社会インフラ対応のタイムラインを整理するとともに、事業所の回復過程につい
てアンケート調査を行う。 
 
４．研究成果 
 機動余震観測から、余震域は本震直後から深さ 40km～15km、南北に約 30km の幅で形成され、
初期破壊は余震域の最深部で始まり、断層破壊はより浅部の南北方向に広がった可能性が示さ
れた。余震分布から推定される断層面は「くの字」を組みあせたような複雑な形状をしている
こと明らかになった。大すべり域は余震域の浅部にあたる深さ 20-30km 付近であり、余震活動
が低調な部分に相当していることが示された。電磁気探査データから比抵抗構造の境界が余震
域となっている可能性が示唆された。地震前後で顕著な構造の変化は見られていない。今回の
震源域を含む石狩低地帯東縁南部周辺では、ひずみ速度が周辺よりも 1桁大きく、ひずみ集中
帯となっていたことが示された。地震後に顕著な余効変動は見られていないが、ひずみ速度に
変化が生じている可能性がある。 
震源から距離 100km 程度以内では、一般的な距離減衰式よりも最大加速度や最大速度が大き
かったことが明らかになった。KiK-net 追分では短周期の応答が大きく、K-net 鵡川や JMA 鹿沼
では 1～3秒の応答が大きかったことが示された。機動強震観測で、むかわ町の建物被害が大き
かった地域で余震の振幅が特に大きいことが確認された。この地域で実施した微動構造探査か
ら浅部地盤構造が明らかにされ、この構造によるシミュレーションからむかわ町の地震動増幅
特性をほぼ再現することが出来た。むかわ町で 1階が崩壊した建物は店舗や店舗併用住宅が多
く、地震発生が未明であったために人的被害が小さかった可能性が示された。今回の地震では、
鉄筋コンクリート造の建築物への被害が限定的であったこと、木造建築でも震動被害が発生し
た場所は限られていたことが明らかにされた。 
厚真町の同時多発斜面崩壊が発生した地域では、崩壊面積率が 40%に及ぶ地域も確認された。
この地域は、9,000 年前の樽前山噴火による Ta-d や 1.8 万年前の恵庭岳噴火による En-a 等の
降下火砕物（軽石層）が堆積する地域であり、表層すべりのすべり面は Ta-d や En-a の最下部
に相当していることが明らかにされた。これらのすべり面の土質サンプルを X線鉱物分析した
ところ、粘土鉱物であるハロイサイトが検出された。火砕降下物のせん断強度試験から、繰り
返しせん断履歴により初期剛性が著しく低下する特性を確認した。この地域では、谷地形の浸
食による斜面下部の切断による遷急線が形成され、斜面が力学的にも不安定であったことが示
された。層構造の発達した軽舞層での大規模な岩盤すべりの発生も認められ、河道閉塞による
湛水が確認された。大きな人的被害が出た厚真町吉野地区の斜面の体積含水率は平均 42.8%と
高い値であった。直前の降雨に加え、長期的な積算降水量が関係していた可能性がある。この
数値を参考に、地震動により斜面が液状化した水と土砂の混合物が斜面を流下するシミュレー
ションから、崩壊土砂が宅地に達する時間は 6秒程度しかなかったことが示された。 
液状化により宅地に大きな被害が出た札幌市清田区でボーリングやサウンディング調査を実



施した。盛土は細粒分が多く密度が非常に小さい火山灰質土であることが確認された。盛土部
は換算 N値が 1～4と非常に小さいこと、地下水位の違いにより地盤沈下の有無がみられた可能
性が指摘された。また、液状化した宅地を模した振動台実験により、地下水位高の違いが液状
化の形態に影響を及ぼした可能性が示された。苫小牧東港の液状化対策が行われていた区画で
は、震源に近いにも関わらず液状化が発生していないことが確認された。 
北海道全域同時停電（ブラックアウト）は、鉄道、水道、通信など社会情報インフラとその
復旧に広く影響を与えたことが明らかにされた。復旧の順序は震度と直接関係していない。道
内事業所では、復電後の操業能力の回復に 9日程度を要していた可能性が示されたほか、非製
造部門を含めた売り上げの回復についてはより多くの日数を要した実態が明らかにされた。ま
た、事業所の耐震化や設備の固定が一定の効果を上げていたことも示唆された。室蘭市民を対
象にしたアンケートでは、若年層において要支援者の認知度が低いことが示された。地震発生
が未明であったために、特に札幌市では帰宅困難の発生が抑制された可能性が高い。 
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